
 

 

 

 

 

 

                                         

 

 

              

 

 

 

 

 

 

第１１回のみどりっこは、年末にはテーマに震災を扱うことが決定していました。奇しくも、元旦の能

登半島地震や、2月～3月にかけての千葉県の地震頻発と、当事者・支援者・地域の皆さまそれぞれ強

い不安を感じていらっしゃったことと思います。 

当事者ご家族である、佐藤通子様（コアラの会:人工呼吸器をつけて在宅生活を送る患者家族の会）

をゲストにお招きし 2019年の台風被災による停電時の体験談やその後の対策（備えの見直し:安心

防災帳の活用、公民館への避難訓練等）など、貴重なお話しをうかがうことが出来ました。 

 また、千葉市基幹相談支援センター中央区 伊藤佳世子様より、千葉市ではかかりつけ病院へ駆けつ

ける前に近隣施設への避難を計画する「個別避難計画」が進められている事をご説明いただきました。 

当事者・支援者・地域のそれぞれが災害時に落ち着いて行動できるよう、平時から備えること、対話

することが重要である事を参加者の方々と共有しました。 

 様々な専門職や立場の方の情報を持ち寄り、災害に強いみどりっこを目指して、これからも定期的に

語り合い、備えて行きたいです。 

 

 

 

 

 

第 11回  『今あらためて地域防災を考える 2024・春』 

         ～みどりっこの災害対応力（レジリエンス）を高める～ 

 

日 時：令和 6年 3月 8日（金）19：00～21：00 

zoomオンライン勉強会    

質疑応答＆ディスカッション 

  障害児・者を支える多職種と地域の連携の会 

『みどりっこクラブ』 

 

 

 

 

 

参加者 30名でした。 

 


